
令和４年度川崎市立川崎高等学校附属中学校の入学者の 

募集及び決定に関する要綱の一部改正について 

１ 改正理由 

  新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から、「面接による検査」を

中止するため、標記要綱の一部改正を行うもの 

２ 改正内容 

新 旧 対 照 表 

改正後  改正前 

４ 検査方法 

（1） 附属中学校の校長は、作文を含

む適性検査を行う。

（2） 海外から移住してきた者及び永

住するために海外から引き揚げ

てきた者を保護者とする志願者

の検査の方法に関する必要な事

項は、教育長が別に定める。 

（3） 障害等のある志願者の検査の

方法に関する必要な事項は、教育

長が別に定める。 

４ 検査方法 

（1） 附属中学校の校長は、作文を含

む適性検査及び面接による検査を

行う。 

（2） 海外から移住してきた者及び

永住するために海外から引き揚げ

てきた者を保護者とする志願者の

検査の方法に関する必要な事項

は、教育長が別に定める。 

（3） 障害等のある志願者の検査の

方法に関する必要な事項は、教育

長が別に定める。 
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選考方法 

「令和３年度川崎市立川崎高等学校附属中学校 受検案内」より抜粋

（※令和４年度の受検案内は、１０月末発行予定。）

【改正による対応】 

選考資料 

①適性検査（Ａ値） 適性検査Ⅰ、適性検査Ⅱ

②調 査 書（Ｂ値） 志願者の小学校での学習の状況

選考方法 

 上記①、②の資料の各得点（Ａ値、Ｂ値）について、次の割合により換算したそれぞれ

の得点の合計値をＣ値とし、Ｃ値の高い者から合格者を決定します。

（各得点を換算する割合） Ａ：Ｂ＝９：１

◎ 次の①～③の資料を活用して、総合的な選考によって合格者を決定します。

①適性検査（Ａ値）

適性検査Ⅰ：文章や図・表・データの内容を的確にとらえ情報を読み解き、分析し表現する力

をみます。また、作文も含みます。

適性検査Ⅱ：自然科学的な問題や数理的な問題を分析し考察する力や、解決に向けて思考・判

断し、的確に表現する力をみます。

②面接（Ｂ値） 

  集団面接：志願者との直接的な対話を通して、質問に対する答えの内容、受け答えの仕方や態

度等から、６年間学ぼうとする意欲や目的意識、コミュニケーション能力等を総合

的にみます。 

③調査書（Ｃ値）

志願者の小学校での学習の状況をみます。小学６年生の全教科の評定を活用します。

選考資料 

◎ 上記①～③の資料の各得点（Ａ値～Ｃ値）について、次の割合により換算したそれぞれの得点

の合計値をＤ値とし、Ｄ値の高い者から合格者を決定します。

※ ただし、いずれかの検査を欠席した者は、選考の対象としません。

選考方法 

（各得点を換算する割合） Ａ：Ｂ：Ｃ＝7：2：1 

資料１ 
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新型コロナウイルス検査陽性判明者及び濃厚接触者の対応について 

新型コロナウイルス陽性判明者又は濃厚接触者と認定された受検者を対象と

した追加の検査は実施しません。 

ただし、濃厚接触者のうち、次の要件をすべて満たす受検者につきましては、

別室での受検を認めます。 

(1)自治体等による PCR 検査の結果、陰性であること 

(2)検査当日も無症状であること 

(3)公共交通機関を利用せず、かつ人が密集する場所を避けて検査会場に行く 

こと 

(4)「濃厚接触者等確認票」を提出すること 

※「濃厚接触者等確認票」：自治体等による検査の結果、陰性であること等を受

検者本人が記入するもので、在籍小学校長の確認のもと検査当日に川崎市立

川崎高等学校附属中学校に提出します。

資料２ 
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令和４年度川崎市立川崎高等学校附属中学校の入学者の募集及び決定に関する要綱 

１ 募集定員 

川崎市立川崎高等学校附属中学校 120名 

２ 志願資格 

川崎市立川崎高等学校附属中学校（以下「附属中学校」という。）に入学を志願し

ようとする者（以下「志願者」という。）は、次の(1)から(3)までのいずれかに該当

する者であって、かつ、本人及びその保護者（親権者又は未成年後見人をいう。）が

ともに通学区域（川崎市全域）内に住所を有し、入学後も引き続き通学区域内から通

学することが確実な者とする。 

 ただし、川崎市教育委員会教育長（以下「教育長」という。）が別に定める教育長

の志願の承認を必要とする者であって、その承認を受けた者は、市内に住所を有する

者とみなす。 

（1） 小学校又はこれに準ずる学校を令和４年３月31日までに卒業見込み又は修了する

見込みの者 

（2） 文部科学大臣が小学校の課程と同等の課程を有するものとして認定した在外教育

施設（日本人学校）の当該課程を令和４年３月31日までに修了する見込みの者 

（3） 外国に所在する学校(現地校)において日本の６年の義務教育相当の教育を受け、

かつ、平成21年４月２日から平成22年４月１日までの間に出生した者 

３ 志願手続 

（1） 志願の範囲 

他の公立の中等教育学校又は併設型の中高一貫教育校の中学校に志願した者又は

志願予定の者の志願は認めないこととする。 

（2） 志願方法 

志願者は、入学願書その他必要な書類等を附属中学校の校長あてに、簡易書留に

より郵送するものとする。 

（3） 入学選考料 

志願者は、別に定める入学選考料を、市が指定する金融機関において事前に納入

し、その収入済証明書を入学願書に貼付する。なお、一度納入された入学選考料

は、原則として返還しない。 

（4） 受付期間 

受付期間は、令和４年１月４日（火）から１月６日（木）まで（当該期間内の到

着又は消印があるものを受け付ける。）とする。 

４ 検査方法 

資料３
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（1） 附属中学校の校長は、作文を含む適性検査を行う。

（2） 海外から移住してきた者及び永住するために海外から引き揚げてきた者を保護者

とする志願者の検査の方法に関する必要な事項は、教育長が別に定める。 

（3） 障害等のある志願者の検査の方法に関する必要な事項は、教育長が別に定める。 

５ 検査期日 

検査の期日は、令和４年２月３日(木)とする。 

６ 合否決定及び合格発表期日 

（1） 合否決定 

附属中学校の校長は、４に定める検査の結果及び志願者が提出した調査書による

総合的な選考を行い、選考結果が上位の者から120名を合格者として決定する。な

お、資料が整わない受検者については、適性検査や参考にできる資料を活用し、適

切に選考するものとする。 

（2） 合格発表期日 

合格発表の期日は、令和４年２月10日（木）とする。 

７ 入学の許可 

（1） 入学の許可は、合格者に附属中学校の校長が合格通知書を交付することによって

行う。 

（2） 附属中学校の校長は、志願又は合否決定のための検査等の際に不正行為のあった

者に対しては、入学を許可しないものとし、入学の許可後に不正行為が判明した者

に対しては、入学の許可を取り消すものとする。 

８ 入学手続 

（1） 合格通知書の交付を受けた合格者は、指定された期日までに教育長が別に定める

手続きをしなければならない。 

（2） 附属中学校の校長は、(1)の手続きを行わなかった者に対しては、入学の許可を

取り消すものとする。 

（3） 入学者に欠員が生じたときには、附属中学校の校長は速やかに繰上げ合格者を決

定し、当該者に入学の意思を確認した上で、入学者に充てる。 

９ 教育長への委任 

この要綱に定めるもののほか、附属中学校の入学者の募集及び決定に関し必要な事項

は、教育長が別に定める。 

5


